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本プロジェクトの目的と課題

Phase1.
基盤構築

OHSHOSHA Group
固有のアイデンティティ確立の
ための基本要素の創出

2022
05-06

2022
07-12

2023
01-03

アイデンティティ プロモーション マネジメント

コンセプトと視覚的
基本要素の整備

最低限の
デザイン
ガイドライン

コンセプトの深耕と
体系的導入

社内外
プロモーション戦略
の基本的方向
の策定

全体マネジメント
システムの構築

コンセプトの浸透と
視覚的要素の発展

社内外
プロモーション戦略

の実施

全体マネジメント
システムの運用と
効果測定

規定される目標

Phase2.
導入展開

新体制および新サービスへの
導入展開

Phase3.
浸透

社内外への積極的な
伝達・訴求によるブランド浸透

OHSHOSHA 
Group

ブランディング

||

OHSHOSHA Group
というブランドで
選択される

状態をつくりだす

Webサイトの開発

Branding Project
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OHSHOSHA Groupのコンセプトをあらゆるタッチポイントを通して
一貫性を持ってお客様に届けることにより、

“OHSHOSHA Group”固有のブランドイメージを形成することができる

社員
シンボル書体

WEBサイト

写真イメー
ジ

広告

カラー

価値観

比較対象

（競合他社）

ブランドの経験

＝共通感覚への訴求

お客様

OHSHOSHA 
Group

本プロジェクトの目的と課題
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現状把握

競合他社

店舗の問題解決を
什器備品を通じて行っている

ハンガーで売り場を変えることに
トコトンこだわっている
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株式会社 旺尚社陳列製作所 カワマタ化成株式会社
大手流通業様とのパートナーシップで
培った莫大なノウハウ
各業態及び店舗にあったオリジナル什器の開発
店舗什器、店舗ディスプレイの企画製造、販売

陳列そのものを進化させていく

商品がよりよく見せられるような陳列ツールを常に開発し、陳列そのものを進化
より効率的な陳列ができる仕組みを追求
世の中のディスプレイをしている人たちが誰でも使いやすいツールの追求
綺麗に見えるように工夫できるアイテムを追求
店が困っている課題を解決できるような仕組みを提供

現状把握

OHSHOSHA Group

VISION

様々なクライアントへの販売チャネル
を持ち、カワマタNETを通じて一般販
売も行っている



ブランディングとは、リ・ポジショニングと事業ドメインの再定義
陳列そのものを進化させていくブランドであることを

いかに伝えるかが中長期的な戦略方針となる

リ・ポジショニング 事業ドメインの定義と拡張

陳列そのものの進化を担う

リ・ポジショニングと
事業ドメインの再定義

核本業

拡本業

越本業

事業ドメイン変更

店舗什器、店舗ディスプレイの
企画製造、販売

陳列そのものの
進化を担う

Branding Project
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商品がよりよく見せれるような陳列ツールを常に開発し、
陳列そのものを進化させていく
より効率的な陳列ができる仕組み
世の中のディスプレイをしている人たちが誰でも使いやすい
綺麗に見えるように工夫できるアイテムを追求
店が困っている課題を解決できる仕組みを提供

本プロジェクトは

OHSHOSHA Group VISIONのブランド構築を行います。

VISION

ブランドコンセプト

陳列そのものを進化させていく
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ブランド・ステートメント

「あ、それ！」と商品が目に入る陳列。
ANSWER（陳列に答え）、SOLUTION（店舗の悩みを解決）、EXPERIENCE（顧客体験を変える）

商標簡易検索（区分06、12、20）

OHSHOSHA Branding Project

B軸

ASOLE

商 品 陳 列 に、新 た な 答 え を。
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あ、それ！が見つかる。
売り場を変える、答えがある。

へえ、こんな商品があったんだ。
ふらっとやってきたお客さまにも、
商品の魅力がパッと伝わって、
見やすく、わかりやすく、手に取りやすい。
そんな売り場を、皆さまと一緒に私たちはつくっていきたい。
だからこそ、お店や商品とじっくりと向き合い、
本当に必要な陳列方法や什器は何かを考える。
見せ方以外にも、作業の効率化やコスト削減など、
陳列で解決できることはたくさんあります。
だからこそ、答えもひとつじゃない。
お店に来るお客さまだけじゃなく、
お店を支える皆さまが、「あ、それだ！」と
納得できるソリューションをご提案するために。
今日も、売り場で考え続けています。

ブランドコンセプト
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Branding Project
OHSHOSHA Group
WEBサイト構築のご提案
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WEBサイト開発方針

陳列ノウハウを配信していくコンテンツ
株式会社 旺尚社陳列製作所へ
つなげる導線

ECサイトの構築

OHSHOSHA Group WEBサイト

様々なお客様への販売を行う

OHSHOSHA Branding Project

B軸

ASOLE

商 品 陳 列 に、新 た な 答 え を。

OHSHOSHA Branding Project

C軸

ミセカタ研究所

ミセカタ研究所
M I S E K A T A  L A B

陳列で、売り場は変わる。

ミセカタ研究所
M I S E K A T A  L A B
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OHSHOSHA Group WEBサイト開発方針

目的とゴール設定

企業担当者様や自営業の方々など、陳列に困ったら
ASOLEを見にいく状態をつくること。

目的

定性ゴール

定量ゴール

【社外】
ASOLEは、陳列に関わる様々な情報やアイデアやノウハウがあり
自分の欲しい「モノ」だけでなく「提案・アイデア」もあると認識いただく

【社内】
ASOLEを通じて、OHSHOSHA Groupが目指すべき方向を全員が
認識すること

陳列ツール＝ASOLEという認知度向上
売り上げUP
企業様から旺尚社陳列製作所へ問い合わせいただく

WEBサイト開発方針
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Purpose:WEBサイトの目的

OHSHOSHA Branding Project

B軸

ASOLE

商 品 陳 列 に、新 た な 答 え を。

世の中の陳列の課題をトコトン解決すること。

OHSHOSHA Branding Project

B軸

ASOLE

商 品 陳 列 に、新 た な 答 え を。

Commitment:WEBサイトの固有性

Personality:WEBサイトが発信する印象・エモーション

WEBサイト開発方針
コンセプト策定 Essence:WEBサイトのコンセプトを一言に集約したもの

ユニーク
魅力的なコンテンツ

専門知識
わかりやすい

陳列ツールの説明

常に新しい
情報のアップデートが早い

検索しやすい
簡単に探している
商品にたどり着ける

商品の魅力が伝わる
商品が持っている魅力を

伝える

わかりやすい
商品が探しやすい

自分がやりたいこ
とを可能にする 絶対的信頼

陳列No.１ 創造的人間味がある

革新的
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WEBサイト開発方針
コンテンツ開発

What’s ASOLE?

OHSHOSHA Group WEBサイト開発方針

コンテンツ案

ASOLEで実現できることを動的に示す

モーションムービー

ASOLE BRANDサイトの構築

ASOLEのブランドコンセプトを伝え
ASOLEにいくと何ができるかを
動画で、わかりやすく説明
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わかりやすいカテゴリーと
わかりやす商品紹介
シーンやテーマにあった
商品探しができる

OHSHOSHA Group WEBサイト開発方針

カテゴリー開発

お客様に伝わるカテゴリーの開発

お客様がどんなカテゴリーで伝えると伝わり

やすいか、また、ワクワクするかを

さまざまな切り口検証し開発する

WEBサイト開発方針
コンテンツ開発
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OHSHOSHA Group WEBサイト開発方針

コンテンツ案

ミセカタ研究所の開発

WEBサイト開発方針
コンテンツ開発

株式会社 旺尚社陳列製作所へ
つなげる導線

OHSHOSHA Branding Project

C軸

ミセカタ研究所

ミセカタ研究所
M I S E K A T A  L A B

陳列で、売り場は変わる。

ミセカタ研究所
M I S E K A T A  L A B

陳列のノウハウや事例を常に分析し、
情報を提供する
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Branding Project
OHSHOSHA Group
ECサイト構築のご提案
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店舗業
（バイヤー）

個人店

個人

お
店
の
陳
列

イン
テリ
ア

陳列の問題解
決

既製商品での
陳列例

既製品商品での
インテリア例
（ハンガーなど）

問合せへ

ECで購入

ECで購入

ターゲット 伝えること 導線

WEBサイト開発方針
ECサイト開発

ターゲットに関して



Branding Project

自社ECを作る際のメリット・デメリット

メリット デメリット
モール型ECに比べて制作コストがか
かる

フルスクラッチ開発の場合、修正す
る際もコストが高く、要件定義に時
間がかかる

モール型ECに比べて販売手数料がかな
り安い（フルスクラッチの場合はかか
らない）

ブランドに紐付いた見せ方や
販売ができる

チャネルによってカテゴリを分けるな
ど、販売方法を試しながらより良い方
法を選んでいくことができる

ブランドイメージを持ったまま
買い物もできる

ブランドサイトからシームレスに買
い物ができる

共通のポイント付与がない

ユーザー

→今回は新たなブランド紹介をしていくこともあり、自社ECを作るメリットがあると考えられます。

WEBサイト開発方針
ECサイト開発

OHSHOSHA Branding Project

B軸

ASOLE

商 品 陳 列 に、新 た な 答 え を。
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Shopifyを活用した
ブランドECサイトパターンA

WEBサイト開発方針
ECサイト開発
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パターンA：Shopifyを使う

ブランディングとECを両軸で叶えられる
更新性のあるコンテンツもCMSのように実装可能なため
「ミセカタ研究所」を軸に問合せへの導線や
オンラインショッピングの導線をシームレスに設定できる。
実装期間が短縮でき、制作コストも抑えられる。

WEBサイト開発方針
ECサイト開発
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TOP ブランド紹介

ミセカタ研究所（一覧

EC商品カテゴリ

ミセカタ研究所（詳細

商品一覧 商品詳細

お問い合わせ

個人情報保護方針

お支払・配送

商取引法表示

・楽天導線

・Yahoo!導線

カート お客様情報入力

お支払い方法

ご注文内容確認

ご注文完了

ログイン マイページ

パスワードリセット

会員登録 確認

会社情報・特定商取引法

FAXでのご注文

お届け状況の確認

お知らせ（一覧 お知らせ（詳細

LPフォーマット

パターンA：Shopifyを使う 最終的なサイトマップ案
まだ仮ですがモール型ECへは「楽天ショップもあ
る」ではなく「この商品が楽天でも買える」という購
入時の選択肢として設ける

ミセカタ研究所から解決例を参考にお問い合わせ
に遷移したり、実際使用している商品（EC）の
ページへ遷移したりする

WEBサイト開発方針
ECサイト開発
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TOP ブランド紹介

商品一覧 商品詳細

お問い合わせ

個人情報保護方針

お支払・配送

商取引法表示

・楽天導線

・Yahoo!導線

カート お客様情報入力

お支払い方法

ご注文内容確認

ご注文完了

ログイン マイページ

パスワードリセット

会員登録 確認

会社情報・特定商取引法

FAXでのご注文

お届け状況の確認

お知らせ（一覧 お知らせ（詳細

LPフォーマット

パターンA 第1フェーズ2022年12月末まで

Shopifyを使ってブランドページとEC機能の土台となる部分を作成する

WEBサイト開発方針
ECサイト開発
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TOP ブランド紹介

ミセカタ研究所（一覧

EC商品カテゴリ

ミセカタ研究所（詳細

商品一覧 商品詳細

お問い合わせ

個人情報保護方針

お支払・配送

商取引法表示

・楽天導線

・Yahoo!導線

カート お客様情報入力

お支払い方法

ご注文内容確認

ご注文完了

ログイン マイページ

パスワードリセット

会員登録 確認

会社情報・特定商取引法

FAXでのご注文

お届け状況の確認

お知らせ（一覧 お知らせ（詳細

LPフォーマット

パターンA 第２フェーズ2023年6月末まで
ミセカタ研究所の内容作成やカテゴリ整理す時間を確保し、より
ブランドの魅力を伝えながらお問合せ・EC購入の導線を作っていく

WEBサイト開発方針
ECサイト開発
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第1フェーズ納品
ブランド紹介と
EC機能の土台を作る

自社ECと楽天などの商品、商品郡の
売れ行きなどを確認し今後のカテゴリ
や販売方法を検討する

12月末

6月末

1月

第2フェーズ公開
ミセカタ研究所を追加し
問合せ・ECの動線を厚くする

定期的に売上を確認し
今後のプランを再検討する

ECのみに転換するなど
今後の運用を再検討する

パターンA 進行計画（仮）

6月 12月

6月

9月末
第1フェーズ制作
スタート

1月末
第1フェーズ公開
商品情報入力
〜公開

定期的に売上を確認し
今後のプランを再検討する

2022

2023

2024

2025

2月
第2フェーズ制作
スタート

WEBサイト開発方針
ECサイト開発
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自社ECなしブランドサイト
（ CMSあり）パターンB
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TOP ブランド紹介

ミセカタ研究所（一覧 ミセカタ研究所（詳細

お問い合わせ

個人情報保護方針

お支払・配送

商取引法表示

会社情報・特定商取引法

FAXでのご注文

お届け状況の確認

お知らせ（一覧 お知らせ（詳細

LPフォーマット

パターンB：WordPress（CMS）を使う サイトマップ案

楽天などに記載があるは

ずなので不要な可能性が
あります。

楽天市場のショップ

Yahoo!ショップ

どのモール型ECを使用するかのご相談してい
ければと思います。

更新性のあるコンテンツという認識で考えました。こち
らも予定のみしておいて、
後ほどコンテンツを追加することも可能です。

WEBサイト開発方針
ECサイト開発
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ブランドサイトのみ
（ CMSなし）パターンC
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TOP

ミセカタ研究所（一覧 ミセカタ研究所（詳細

お問い合わせ

個人情報保護方針

お支払・配送

商取引法表示

会社情報・特定商取引法

FAXでのご注文

お届け状況の確認

お知らせ（一覧 お知らせ（詳細

LPフォーマット

パターンC：ブランドサイトのみ サイトマップ案

楽天などに記載があるは

ずなので不要な可能性が
あります。

楽天市場のショップ

Yahoo!ショップ

ブランド紹介

WEBサイト開発方針
ECサイト開発


